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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数チャンネルの音響信号を処理するミキサのパラメータ設定装置であって、
　各チャンネルごとのパラメータ調整を行うための、ＳＥＬスイッチを含む、操作子を配
置した操作パネルと、
　コピーモードに設定する手段と、
　コピーモードが設定されたとき、前記操作パネル上の全チャンネルのＳＥＬスイッチを
、パラメータコピー操作用として、有効に設定する手段と、
　コピーモードが設定されている場合に、ＳＥＬスイッチの操作を検出したとき、
　(a)そのＳＥＬスイッチ操作がコピー元チャンネルを設定する操作と判定されるときは
、そのＳＥＬスイッチのチャンネルをコピー元のチャンネルとして設定し、そのチャンネ
ルと違う種類のチャンネルのＳＥＬスイッチを無効に設定し、そのチャンネルと同じ種類
のＳＥＬスイッチのみを有効な状態とし、
　(b)そのＳＥＬスイッチ操作がコピー先チャンネルを設定する操作と判定されるときは
、そのＳＥＬスイッチのチャンネルをコピー先のチャンネルとして設定する手段と
　を備えることを特徴とするミキサのパラメータ設定装置。
【請求項２】
　請求項１に記載のミキサのパラメータ設定装置において、
　前記コピーモードが設定されている場合に、ＳＥＬスイッチの操作を検出したとき、そ
のＳＥＬスイッチ操作がコピー元チャンネルを設定する操作かコピー先チャンネルを設定
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する操作かを判定する手段は、操作されたＳＥＬスイッチが有効、かつ、コピー元のチャ
ンネルが設定されていない状態であるかを判定し、その判定が肯定のとき、そのＳＥＬス
イッチの操作をコピー元チャンネルを設定する操作と認識するものであることを特徴とす
るミキサのパラメータ設定装置。
【請求項３】
　請求項１に記載のミキサのパラメータ設定装置において、
　前記コピーモードが設定されている場合に、ＳＥＬスイッチの操作を検出したとき、そ
のＳＥＬスイッチ操作がコピー元チャンネルを設定する操作かコピー先チャンネルを設定
する操作かを判定する手段は、操作されたＳＥＬスイッチが有効、かつ、コピー元のチャ
ンネルが設定されている状態であるかを判定し、その判定が肯定のとき、そのＳＥＬスイ
ッチの操作をコピー先チャンネルを設定する操作と認識するものであることを特徴とする
ミキサのパラメータ設定装置。
【請求項４】
　請求項１に記載のミキサのパラメータ設定装置において、
　コピーの実行を指示する手段と、
　コピーの実行が指示されたとき、コピー元チャンネルとして設定されているチャンネル
のパラメータを、コピー先チャンネルとして設定されているチャンネルのパラメータへ、
コピーするとともに、前記コピー先チャンネルとして設定されているチャンネルが複数存
在していた場合はそれら全てのチャンネルのパラメータへコピーする手段と
　をさらに備えることを特徴とするミキサのパラメータ設定装置。
【請求項５】
　請求項１に記載のミキサのパラメータ設定装置において、
　前記操作パネル上に表示手段を備えるとともに、
　コピーモードが設定されたときに、該表示手段に、前記操作パネルの各チャンネルの操
作子の全体の配置を模したミニチュア画面を、その全体がスクロールする必要なしに１画
面に収まるように、表示する手段と、
　前記コピー元チャンネルが設定されたときには、該ミニチュア画面に表示されている各
チャンネルの操作子のうち、前記コピー元チャンネルとして設定されたチャンネルと違う
種類のチャンネルに対応する操作子の表示部分を非表示とする手段と
　をさらに備えることを特徴とするミキサのパラメータ設定装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、音響信号のミキシングなどを行うミキサ装置において、あるチャンネルの
パラメータを他のチャンネルへコピーする機能を備えたパラメータ設定装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　音響信号のミキシング処理などを行うミキサ装置では、通常、複数の入力チャンネル（
ｃｈ）及び出力ｃｈが備えられている。各ｃｈには複数の各種のパラメータが設定できる
。例えば入力ｃｈであれば、イコライザ（ＥＱ）、ゲート（ＧＡＴＥ）、コンプレッサ（
ＣＯＭＰ）などである。これらのパラメータの値は、ユーザがｃｈ毎に、操作パネル上の
各種操作子を操作することなどにより、任意に設定することができる。パラメータ値の設
定操作を簡単にするため、あるｃｈのパラメータを他のｃｈへコピーする機能を備えたも
のがある。
【０００３】
　例えば、下記非特許文献１に記載のミキサ装置では、画面に表示されたメニューから入
力ｃｈビューの画面を呼び出し、該入力ｃｈビューでコピー元のｃｈとコピーするパラメ
ータとを選択し、さらにコピー先のｃｈを選択することにより、ｃｈ間でパラメータのコ
ピーを行うことができる。入力ｃｈビューには、全入力ｃｈのｃｈ番号がそれぞれ数字の
アイコンで表示され、該アイコンによりコピー元のｃｈとコピー先のｃｈ番号を選択する
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ようになっている。ｃｈには、入力ｃｈや出力ｃｈなど複数の種類があり、種類毎にその
ｃｈが持つパラメータが異なるため、ｃｈコピー画面は種類毎に備えられている。例えば
非特許文献１のものでは、入力ｃｈのパラメータのコピーを行う入力ｃｈビューと出力ｃ
ｈのパラメータのコピーを行う出力ｃｈビューとが備えられている。
【非特許文献１】「DIGITAL AUDIO MIXING SYSTEM PM1D　システムソフトウエアV1.6　追
補マニュアル」、p24～26、ヤマハ株式会社、２００３年
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、上述の従来技術では、コピーしたいｃｈの種類に応じてｃｈコピー画面を切
り替える必要があり、コピー作業に手間がかかるという問題があった。
【０００５】
　この発明は、ミキサ装置において、ｃｈの種類にかかわりなくｃｈ間でパラメータのコ
ピーを容易に行うことができる技術を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するため、本発明では、コピーモードが設定されたとき、操作パネル上
の全チャンネルのＳＥＬスイッチを、パラメータコピー操作用として有効に設定し、コピ
ーモードが設定されている場合にＳＥＬスイッチの操作を検出したとき、(a)そのＳＥＬ
スイッチ操作がコピー元チャンネルを設定する操作と判定されるときは、そのＳＥＬスイ
ッチのチャンネルをコピー元のチャンネルとして設定し、そのチャンネルと違う種類のチ
ャンネルのＳＥＬスイッチを無効に設定し、そのチャンネルと同じ種類のＳＥＬスイッチ
のみを有効な状態とし、(b)そのＳＥＬスイッチ操作がコピー先チャンネルを設定する操
作と判定されるときは、そのＳＥＬスイッチのチャンネルをコピー先のチャンネルとして
設定するようにしたことを特徴とする。
【０００７】
　操作されたＳＥＬスイッチが有効、かつ、コピー元のチャンネルが設定されていない状
態であると判定されたとき、そのＳＥＬスイッチの操作をコピー元チャンネルを設定する
操作と認識し、また、操作されたＳＥＬスイッチが有効、かつ、コピー元のチャンネルが
設定されている状態であると判定されたとき、そのＳＥＬスイッチの操作をコピー先チャ
ンネルを設定する操作と認識するようにする。
【０００８】
　また、コピーの実行が指示されたとき、コピー元チャンネルとして設定されているチャ
ンネルのパラメータを、コピー先チャンネルとして設定されているチャンネルのパラメー
タへ、コピーするとともに、前記コピー先チャンネルとして設定されているチャンネルが
複数存在していた場合はそれら全てのチャンネルのパラメータへコピーするものとする。
【０００９】
　コピーモードが設定されたときに、表示手段に、操作パネルの各チャンネルの操作子の
全体の配置を模したミニチュア画面を、その全体がスクロールする必要なしに１画面に収
まるように、表示し、コピー元チャンネルが設定されたときには、該ミニチュア画面に表
示されている各チャンネルの操作子のうち、コピー元チャンネルとして設定されたチャン
ネルと違う種類のチャンネルに対応する操作子の表示部分を非表示（無効であることが分
るような態様で表示することも含む）とするとよい。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、入力ｃｈや出力ｃｈなどのｃｈの種類によらず同じ操作でｃｈ間のパ
ラメータのコピーを行うことができ、コピー作業が簡単で作業効率が向上する。コピー作
業が感覚的で分かりやすく操作性が向上する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
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　以下、図面を用いてこの発明を実施するための一形態例を説明する。
【００１２】
　図１は、この発明の一実施形態であるデジタルミキサのハード構成図を示す。このデジ
タルミキサは、ＣＰＵ（中央処理装置）１０１、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）１０
２、リードオンリメモリ（ＲＯＭ）１０３、操作子１０４、検出回路１０５、表示部１０
６、表示回路１０７、楽音信号入出力機器１０８、信号処理回路１０９、通信インターフ
ェース（Ｉ／Ｆ）１１１、及び通信バス１１２を備える。
【００１３】
　ＣＰＵ１０１は、このデジタルミキサ全体の動作を制御する処理装置である。ＲＡＭ１
０２は、ＣＰＵ１０１が実行するプログラムをロードしたり各種バッファ領域を確保する
揮発性メモリである。ＲＯＭ１０３は、ＣＰＵ１０１が実行するプログラムや各種のデー
タを格納する不揮発性メモリである。操作子１０４は、このデジタルミキサの外部操作パ
ネル上に設けられた各種のスイッチやフェーダなどである。操作子１０４の操作は検出回
路１０５により検出され、その操作情報はＣＰＵ１０１に送られる。表示部１０６は、こ
のデジタルミキサの操作パネル上に設けられたディスプレイである。この表示部１０６は
、タッチパネルになっており、画面上に表示されたボタンをタッチしてオンすることなど
が可能である。表示回路１０７は、ＣＰＵ１０１の指示に応じて表示部１０６に各種の情
報を表示する。信号処理回路１０９は、ＣＰＵ１０１の指示に基づいて各種のマイクロプ
ログラムを実行するＤＳＰであり、楽音信号入出力機器１０８から入力した信号のミキシ
ング処理、効果付与処理、及び音量レベル制御処理などを行い、処理後の信号を楽音信号
入出力機器１０８経由で外部出力する。通信Ｉ／Ｆ１１１は、各種の外部機器１１０を接
続するためのインターフェースである。
【００１４】
　図２は、この実施形態のミキサの外部操作パネル上の操作子１０４及び表示部１０６の
配列を示す。操作パネル上の左側に入力ｃｈストリップ部２０１～２０４が設けられ、右
側に入力ｃｈストリップ部２０５，２０６が設けられている。入力ｃｈストリップ部２０
１～２０６は、順に、入力ｃｈのうち、第１～８ｃｈ、第９～１６ｃｈ、第１７～２４ｃ
ｈ、第２５～３２ｃｈ、第３３～４０ｃｈ、第４１～４８ｃｈのそれぞれ８ｃｈ分の操作
子を備える。ＳＴ入力ｃｈストリップ部２０７は、ステレオ入力ｃｈに対応する操作子で
ある。出力ｃｈストリップ部２０８は、ステレオ出力ｃｈとモノラル出力ｃｈに対応する
操作子である。２１１は表示器、２１２は割当ｃｈストリップ部、２１３はＧ（グループ
）選択操作部である。
【００１５】
　図３（ａ）は、入力ｃｈストリップ部２０１～２０６の詳細な構成を示す。各入力ｃｈ
ストリップ部は、３００－１～３００－８の８本のｃｈストリップを備える。１本のｃｈ
ストリップ、例えば３００－１は、ＳＥＬスイッチ３０１、ＣＵＥスイッチ３０２、レベ
ルメータ用のＬＥＤ３０３、ＯＮスイッチ３０４、及び電動フェーダ３０５を備える。各
スイッチ３０１，３０２，３０４は、当該スイッチがオンされたときに点灯しオフされた
ときに消灯するＬＥＤを備えている。ＳＥＬスイッチ３０１は、通常は、当該ｃｈストリ
ップに割当てられたｃｈを選択し、当該ｃｈに関する詳細なパラメータ設定画面を表示し
、該画面でパラメータの設定変更を行うことを選択するスイッチである。ＬＥＤ３０３は
、当該ｃｈに入力する信号のレベルの値をリアルタイム表示するメータである。ＯＮスイ
ッチ３０４は、各ｃｈの信号のオン／オフを切り替えるスイッチである。電動フェーダ３
０５は、当該ｃｈのレベルを設定するための操作子である。他のｃｈストリップ３００－
２～３００－８も同様の構成である。
【００１６】
　ＳＴ入力ｃｈストリップ部２０７も、同様の構成である。ただし、ＳＴ入力ｃｈストリ
ップ部２０７は、左右１組のステレオ入力ｃｈに対して１本のｃｈストリップが対応し、
そのようなステレオ入力ｃｈが４組入力するので、その４組分のｃｈストリップ４本が備
えられている。割当ｃｈストリップ部２１２も同様の構成であり、図３（ａ）に示すよう
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なｃｈストリップが８本設けられている。出力ｃｈストリップ部２０８も同様の構成であ
る。ただし、出力ｃｈストリップ部２０８は、ステレオ出力ｃｈ（Ｌ／Ｒのペア）を操作
するためのｃｈストリップと、モノラル出力（Ｃ）を操作するためのｃｈストリップとか
らなる。
【００１７】
　図３（ｂ）は、図２のＧ（グループ）選択操作部２１３の詳細な構成を示す。６個の選
択スイッチ３１１～３１６は、それぞれ図２の入力ｃｈストリップ部２０１～２０６に対
応し、それらの各入力ｃｈストリップ部を割当ｃｈストリップ部２１２に割当てる（呼び
出す）ための操作子である。例えば、選択スイッチ３１１をオンすると、入力ｃｈストリ
ップ部２０１が割当ｃｈストリップ部２１２に割当てられ、これにより割当ｃｈストリッ
プ部２１２の８本のｃｈストリップがそれぞれ第１～８ｃｈの入力ｃｈストリップとして
機能することになる。Ｇ選択操作部２１３のＳＴＩＮスイッチ３１７をオンすると図２の
ＳＴ入力ｃｈストリップ部２０７が、ＳＴ／ＭＯＮＯスイッチ３１８がオンされると図２
の出力ｃｈストリップ部２０８が、それぞれ割当ｃｈストリップ部２１２に割当てられる
。なお、ＳＴ入力ｃｈストリップ部２０７は４本のｃｈストリップ、出力ｃｈストリップ
部２０８は２本のｃｈストリップから構成されているので、割当ｃｈストリップ部２１２
に割当てたときは、それぞれ左寄りの４本または２本のｃｈストリップのみが有効となる
。入力ｃｈストリップ部２０１～２０６を割当ｃｈストリップ部２１２に割当てたときも
、入力ｃｈストリップ部２０１～２０６における操作は有効である。すなわち、この場合
は、入力ｃｈストリップ部２０１～２０６でも割当ｃｈストリップ部２１２でも同じｃｈ
に対する操作が行える。
【００１８】
　上述の選択スイッチ３１１～３１２は、図２の操作パネル上に設けられているｃｈスト
リップ部２０１～２０８を割当ｃｈストリップ部２１２に割当てて、オペレータが左右に
移動することなく中央部の操作子で操作できるようにしたものである。一方、３２１～３
２４は、操作パネル上には存在しない内部的なｃｈの操作を行うための割当スイッチであ
る。３２１は内部的に設けられているマトリックスバスの出力ｃｈ（８ｃｈ分）の各ｃｈ
を操作するための操作子として割当ｃｈストリップ部２１２を用いることを指定する選択
スイッチである。３２２は内部的に設けられているＭＩＸバスのＭＩＸ出力ｃｈのうち第
９～１６ｃｈ、３２３はそのＭＩＸ出力ｃｈのうち第１～８ｃｈについて、それぞれ操作
するための操作子として割当ｃｈストリップ部２１２を用いることを指定する選択スイッ
チである。ＤＣＡ選択スイッチ３２４も同様である。
【００１９】
　ｃｈの種類で見ると、スイッチ３１１～３１６で選択できる入力ｃｈとＳＴＩＮスイッ
チ３１７で選択できるステレオ入力ｃｈが入力系ｃｈであり、スイッチ３１８で選択でき
るステレオ出力ｃｈとモノラル出力ｃｈ及びスイッチ３２１～３２４で選択できる内部的
なｃｈが出力系ｃｈである。入力系ｃｈと出力系ｃｈとは、設定できるパラメータの種類
が（同じものもあるが基本的には）異なる。
【００２０】
　図４は、ｃｈ間でパラメータをコピーするコピー画面４００を示す。このコピー画面４
００は、所定のメニューからパラメータのｃｈ間コピーを選択することにより図２の表示
器２１１へ表示される。なお、ｃｈ間コピーを行うことを指示するスイッチなどを設け、
該スイッチの操作に応じてコピー画面４００を表示するようにしてもよい。図４において
、コピー画面４００には、コピー元表示領域４０１とコピー先表示領域４０２が設けられ
、実行ボタン４０３が表示されている。初めにコピー画面４００が表示されたとき、コピ
ー元表示領域４０１の枠線が太線で表示され、該領域４０１には、図２及び図３で説明し
た操作パネル上で操作することができる各ｃｈの操作子のミニチュア画面が表示される。
コピー元表示領域４０１の枠線を太線とするのは、この時点で設定できるのがコピー元ｃ
ｈであることを示すためである。コピー画面４００が初めに表示された初期状態では、コ
ピー先表示領域４０２は空白である。
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【００２１】
　図５に、コピー元表示領域４０１に表示されるミニチュア画面の表示例を示す。このミ
ニチュア画面は、操作パネル上の各ｃｈの操作子の配置と対応する表示になっている。す
なわち、ミニチュア画面には、該当ｃｈが選択中か否かを表すためのｃｈ表示素子を、ｃ
ｈごとに、操作パネル上の各ｃｈの配置と一致させて、全ｃｈ分表示する。例えば図２の
操作パネル上の入力ｃｈストリップ部２０１～２０６のｃｈ１～４８の操作子に対応して
、５０１～５０６の表示が為されている。５０１に注目すると、ｃｈ１～８のｃｈ表示素
子が表示されている。また、ステレオ入力ｃｈストリップ２０７と出力ｃｈストリップ２
０８に対応して５０７と５０８の表示が為されている。さらに、操作パネル上には存在し
ないが、図３（ｂ）のＧ選択操作部のスイッチ３２１～３２４で選択することができる内
部的なｃｈについても、同様に、５１１～５１４のように各ｃｈの操作子を模したｃｈ表
示素子を含むミニチュア画面が表示される。
【００２２】
　コピー画面４００が初めに表示された初期状態では、コピー元のｃｈは未だ選択されて
いないので、図５のミニチュア画面では各ｃｈのｃｈ表示素子は全て通常表示（反転して
いない）されている。この状態から、ユーザが操作パネル上の何れかのｃｈのＳＥＬスイ
ッチをオンすると、そのｃｈがコピー元ｃｈとして設定される。コピー元ｃｈとして設定
されたｃｈは、図５のミニチュア画面上でそのｃｈのｃｈ表示素子が反転表示（色を変え
たり強調表示としてもよい）される。図５は、ｃｈ１がコピー元ｃｈとして設定された状
態を示す。コピー元ｃｈが設定されると、コピー元表示領域４０１の枠線が太線から通常
の太さの線に変更され（領域４０１内の表示はそのままとする）、コピー先表示領域４０
２の枠線が太線となる。また、コピー先表示領域４０２には、コピー元で選択されたｃｈ
の種類に応じて選択可能なコピー先ｃｈの一覧が表示される。このコピー先表示領域４０
２の表示例は、図６で後述する。コピー元ｃｈが設定された状態で、コピー元表示領域４
０１をタッチすると、コピー元ｃｈとコピー先ｃｈの設定が全て解除され（画面は、コピ
ー画面４００が初めに表示された初期状態に戻る）、再びコピー元ｃｈの設定からやり直
すことができる。
【００２３】
　なお、図５の表示部分５１１～５１４に表示された出力系ｃｈは、操作パネル上に直接
そのｃｈの操作を行えるＳＥＬスイッチが設けられていないので、図３（ｂ）のＧ選択操
作部のスイッチ３２１～３２４でレイヤを選択した上で、図２の割当ｃｈストリップ部２
１２のＳＥＬスイッチを操作する必要がある。次に説明するコピー先ｃｈの設定の際も同
様である。
【００２４】
　図６に、コピー先表示領域４０２の表示例を示す。いまコピー元ｃｈとして入力ｃｈ１
が選択されているものとすると、その種類は入力系ｃｈであるので、コピー先表示領域４
０２にはコピー先として選択可能なｃｈ、すなわち入力系のｃｈのｃｈ表示素子のみが表
示されている。逆に言えば、出力系のｃｈのｃｈ表示素子（図５の５０８と５１１～５１
４）は非表示とされる。コピー先表示領域４０２の初期状態では、各ｃｈのｃｈ表示素子
は通常表示されている。この状態で操作パネル上の何れかのｃｈのＳＥＬスイッチを操作
し、コピー先ｃｈを設定する。コピー先ｃｈは複数設定することができる。コピー先ｃｈ
として設定されたｃｈのｃｈ表示素子は、反転表示（色を変えたり強調表示としてもよい
）される。図６は、ｃｈ６～ｃｈ８がコピー先ｃｈとして設定された状態を示す。コピー
元ｃｈの種類に応じてコピー先として選択可能なｃｈの種類が決まっているので、それ以
外の種類のｃｈのＳＥＬスイッチ（すなわち図６で非表示にされているもの）は操作が無
効にされている。１つまたは複数のコピー先ｃｈを選択した後、実行ボタン４０３をオン
すると、コピーが実行される。
【００２５】
　図６では入力系のｃｈのみ表示するコピー先表示領域４０２の表示例を示したが、コピ
ー元ｃｈとして出力系ｃｈが設定されたときには、コピー先表示領域４０２に、出力系ｃ
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ｈの表示部分（図５で言えば、５０８と５１１～５１４）のみが表示されることになる。
【００２６】
　なお、コピー先ｃｈを設定するとき、ＳＥＬスイッチはトグルで使用して設定／解除で
きる。すなわち、一旦コピー先ｃｈとして設定されているｃｈのＳＥＬスイッチを再度オ
ンすると、そのコピー先ｃｈとしての設定が解除される。また、コピー画面４００が表示
されているときには、各ｃｈのＳＥＬスイッチのみがコピー元及びコピー先の選択のため
のスイッチとして使用され、ＳＥＬスイッチ以外の操作子は、コピー画面４００が表示さ
れる前の状態のままの機能を保持しているものとする。したがって、コピー画面４００が
表示された状態であっても、あるｃｈのフェーダ３０５を操作すると、当該ｃｈのレベル
調整を行うことができる。
【００２７】
　図７は、所定のメニューからパラメータのｃｈ間コピーの指示がなされたとき起動され
るコピーモードにおける処理の手順を示す。ステップ７０１で、上述した初期状態のコピ
ー画面４００を表示し、そのコピー元表示領域４０１に、コンソール全体のミニチュア画
面を表示する。このミニチュア画面は、図５で説明したように、１画面上で（スクロール
する必要なしに）コンソール全体を擬似的に表示するものとする。ステップ７０２で、全
ｃｈのＳＥＬスイッチを有効に設定する。これは、コピー元及びコピー先のｃｈの選択ス
イッチとしてＳＥＬスイッチを有効にするということである。次にステップ７０３で、Ｓ
ＥＬスイッチの操作を検出したかどうか判別する。検出したら、ステップ７０４で、その
ＳＥＬスイッチが有効であるか否か判別する。有効であれば、ステップ７０５で、既にコ
ピー元に設定されているｃｈがあるか判別する。コピー元ｃｈがなければ、ステップ７０
６で、そのｃｈ（ＳＥＬスイッチが操作されたｃｈ）をコピー元ｃｈとして設定する。次
にステップ７０７で、そのｃｈと種類が違うｃｈを検出する。ステップ７０８で、検出し
たｃｈのＳＥＬスイッチを無効にする。これは、コピー元として設定されたｃｈと同じ種
類のＳＥＬスイッチのみを有効な状態とする処理である。次にステップ７０９で、コピー
画面中のコピー元表示領域４０１の枠線を太線から通常の太さに戻し、コピー先表示領域
４０２の枠線を太線とするとともに、そのコピー先表示領域４０２に、図６で説明したよ
うにコピー元ｃｈと同じ種類のｃｈ部分を表示し、ステップ７１３に進む。
【００２８】
　ステップ７０５で既にコピー元に設定されているｃｈがある場合は、ステップ７１０で
、そのｃｈすなわちステップ７０３で操作を検出したｃｈが既にコピー元として設定され
ているｃｈと同じか否か判定する。異なる場合は、コピー先ｃｈが選択されたということ
であるから、ステップ７１１で、そのｃｈ（ＳＥＬスイッチが操作されたｃｈ）をコピー
先ｃｈとして設定し、あるいはそのｃｈが既にコピー先ｃｈに設定されている場合はコピ
ー先から解除する。次にステップ７１２で、コピー先ｃｈの設定と解除に合わせてそのｃ
ｈのｃｈ表示素子の表示態様を変更し（設定されたものは反転表示、解除されたものは通
常表示）、ステップ７１３に進む。ステップ７０３でＳＥＬスイッチの操作の検出でない
とき、ステップ７０４で操作されたＳＥＬスイッチが有効でないとき、及びステップ７１
０で操作を検出したｃｈがコピー元ｃｈとして設定されているｃｈであった場合は、その
ままステップ７１３に進む。
【００２９】
　ステップ７１３では、コピーの実行操作（図４の実行ボタン４０３のオン）を検出した
かチェックし、実行操作がなされていたら、コピー元ｃｈとして設定されているｃｈのパ
ラメータをコピー先ｃｈとして設定されているｃｈへコピーする。コピー先ｃｈが複数あ
れば、それら全てのｃｈのパラメータにコピーするものとする。次にステップ７１４で、
コピー元ｃｈの設定の解除操作を検出したかどうかをチェックし、解除操作がなされてい
たら、その時点で設定されている全てのコピー元とコピー先のｃｈを解除する。なお、コ
ピー元ｃｈの設定の解除操作とは、図５で説明した、コピー元ｃｈが設定された状態でコ
ピー元表示領域４０１をタッチする操作のことである。次にステップ７１５で、その他の
操作に応じた処理を行う。ステップ７１６でコピーモードの解除操作（図４のコピー画面
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きは、ステップ７１７でコピーモードを解除する。これにより、全ｃｈのＳＥＬスイッチ
は元の機能として有効に設定される。解除操作が行われていないときは、ステップ７１６
からステップ７０３に戻って処理を続ける。
【００３０】
　なお、図６のコピー先表示領域の表示例では、コピー元ｃｈとして設定されたｃｈの種
類と同じ種類のｃｈのみを表示するようにしたが、図５と同様に全体を表示し、有効な部
分のみをそれと分るように表示してもよい。例えば、無効なｃｈ部分はグレーアウト表示
するなどである。すなわち、違う種類のｃｈ部分を、同じ種類のｃｈ部分よりも目立たな
い特殊な表示態様へ変更することも、本発明の「非表示」の範囲内である。要するに同じ
種類のｃｈ部分が強調されるように表示すればよい。
【００３１】
　また、コピー元とコピー先のｃｈをＳＥＬスイッチで設定するのに加え、コピー画面上
に表示された各ｃｈ表示素子部分をタッチすることで設定できるようにしてもよい。さら
に、図４のコピー画面では、コピー元表示領域４０１とコピー先表示領域４０２とを分け
て表示したが、１つのミニチュア画面で両方を表示し、ｃｈ選択時のｃｈ表示素子の色を
変えるなどしてコピー元ｃｈとコピー先ｃｈを区別するようにしてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】実施形態のデジタルミキサのハード構成図
【図２】外部操作パネル上の操作子及び表示部の配列を示す図
【図３】ｃｈストリップ部及びＧ（グループ）選択操作部の詳細な構成図
【図４】コピー画面の表示例を示す図
【図５】コピー元表示領域に表示されるミニチュア画面の表示例を示す図
【図６】コピー先表示領域に表示されるミニチュア画面の表示例を示す図
【図７】コピーモードにおける処理の手順を示すフローチャート図
【符号の説明】
【００３３】
　１０１…ＣＰＵ、１０２…ＲＡＭ、１０３…ＲＯＭ、１０４…操作子、１０５…検出回
路、１０６…表示部、１０７…表示回路、１０８…楽音信号入出力機器、１０９…信号処
理回路、１１０…外部機器、１１１…通信Ｉ／Ｆ、１１２…通信バス。
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【図７】
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